
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 竜北東小学校 第７号 

     文責 校長 服部 正 

学校ホームページＱＲコード → → 

【随時更新予中！是非ご覧下さい！】 

【学校教育目標】 

「ひ（人にやさしく）・が（がまん強く）・し（しっかり勉強）！一人ひとりが輝く 竜東っ子」 ～ ふるさとを愛し、夢に向かってよりよく生きる 児童の育成～ 

 

11/14（木）～11/15（金）、6 年生が修学旅行に行きました。
第１日目は、長崎市内で、様々な学習活動をとおして平和について 

学びを深めることができました。 
「被爆体験講話」では、長崎平和推進協会継承部の三田村静子さん

から、戦時中のくらしや原爆のおそろしさ、ご家族のことや平和への
思いなど、わかりやすくお話していただきました。 
「フィールドワーク」では、長崎さるくのガイドさんが各グループ

を引率し、被原爆落下中心地や平和の泉、浦上天主堂や永井隆記念館
などを、歴史的な経緯とともに丁寧に説明していただきました。 
平和公園で行った「平和集会」では、これまで学級で学んだことや

旅行で新たにした平和への思いを一人ひとりが強く誓いました。 
他にも、長崎の歴史や平和の大切さを、明るく、そして真剣に伝え

ていただいたバスガイドさん、原爆資料館のスタッフに皆さんなど、
たくさんの方との出会いが、この旅を貴重な機会にしてくれました。 
三田村さんの「戦争は人間の心の中から生まれるもの。たから平和

を守るためには一人ひとりの心の中に平和の砦を築かなければならな
い。」という言葉を実感した 1日でした。「互いを認め、自分の周り
を平和にする」児童の育成に取り組んでいきたいと思います。 

 
11 月 2日（土）の CSの日、温帯低気圧接近による悪天候を

心配しましたが無事に予定通り開催することができました。   
「オータム交竜会」は、以下の３部構成ですすめました。 
１ はじまりの式…趣旨説明、担当の中学生、CS委員紹介 

２ 「オータム交竜会」…中学生による交流授業 

３ ふりかえり…中学生と CS委員による授業や取組の反省 
  
中学生が CS委員とともに「氷川町の宝って何だろう？」を

テーマに取材を重ね、氷川町の人や文化、自然や生き物、農産
物や歴史などについ授業を行いました。どの学年も充実した内
容で、笑顔で授業を受けている小学生の顔が印象的でした。 
授業後は、中学生と CS委員で、今日の授業やこれまでの取

組について「振り返り」を行いました。小学生の子供たちの反
応を踏まえ、「こんなところがよかったね」「ここを詳しく調べ
ていて良かったね」「大変盛り上がったところはこんなところだ
ったね」等、中学生の授業の実際について、好評な意見がたく
さん出されました。中学生もＣＳ委員の皆さんも、達成感を味
わうことができたようです。このように、中学生が６月から CS
委員の皆さんと学びを深め、余念なく取り組む姿、小学生が中
学生からしっかりと学ぶ姿、そしてそんな子供たちの成長をあ
たたかく地域の皆さんで見守っていく姿、これこそが「氷川町
の宝」だと再認識した１日になりました。 
 

被爆体験講話（長崎平和推進協会継承部） 

三田村静子さん 

平和集会（長崎平和公園） 

はじまりの式…趣旨説明、担当の中学生、CS委員紹介 
和集会（長崎平和公園） 

「オータム交竜会」…中学生による交流授業 

ふりかえり…中学生と CS委員による授業や取組の反省 

 

12 月 7日（土）は土曜授業の日
となり、本校では例年「持久走大
会」を開催しています。今週から、
大会に向けて実際にコースを走る練
習が始まりました。いつもの体育の
授業とは違った雰囲気にわくわくし
ながら、子どもたちは元気いっぱい
走っています。 
コースとなる一般道交差点には、

民生・児童委員の皆さんが見守りボ
ランティアとして立っていらっしゃ
います。車への注意を促したり、温
かい声掛けをしていただきとてもあ
りがたく思っています。 
当日は、保護者の皆さんの温かい

応援をよろしくお願いします。 

同じく土曜授業日の 12月 7日
（土）は、持久走大会後に学校運
営協議会（CS）主催の「クリス
マスリース＆お正月リースづく
り」が開催されます。 

※詳細については、別紙配布の 

プリントを参照ください。 

この日に向けて、学校運営協議
会委員の皆さんが学校に集まり、
このリースづくりの準備に取り組
まれています。 
保護者の皆さん同士の交流や地

域の方の交流を深める楽しい機会
となると思います。 
たくさんの皆さんのご参加をよ

ろしくお願いします。 


